
静岡県の先端農業推進プロジェクト
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静岡県経済産業部



１．静岡県農業の現状と課題

２．目指す姿

３．先端農業推進プロジェクト

本日の内容



静岡県の農業

○ 静岡県では、温暖な気候と変化に富んだ⾃然環境を利⽤して数多くの農産物が⽣産されている。その中でも、
茶とみかんは本県を代表する農産物で、品⽬別産出額の全国順位は茶とみかんが１位。

○ 温室メロン、いちご、バラ、ガーベラなどの施設園芸も全国有数の産地を形成し、新品種や新技術の導⼊により
品質の⾼い多彩な農産物が全国に向け、出荷されている。

○ 畜産業も盛んで、銘柄⽜や銘柄豚の開発、ブランド化が進められている。
○ 静岡県の⾯積は778,060ha。そのうち、耕地⾯積（⽥、畑、樹園地、牧草地）は68,500haと、静岡県の⾯

積全体の約8.8％を占めている。
○ また、耕地⾯積の内訳をみると、樹園地が28,700haと４割以上を占めている。
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静岡県の農業

○ 平成26年の農業産出額は2,154億円。このうち、産出額上位５品⽬（茶（⽣葉＋荒茶）、みかん、⽶、鶏卵、
いちご）の合計で、本県産出額の約５割を占めている。

○ 農業産出額の構成について全国と⽐べると、本県は茶、果実、花きの割合が⾼く、⽶、畜産の割合が低い。
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平成26年度「生産農業所得統計」農林水産省
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○農業就農⼈⼝の減少・⾼齢化

○農業産出額の低迷

販売農家の世帯員数は、急速な減少
傾向にあり、また、60歳以上が⼈⼝の
77％を占めるなど、⾼齢化が進⾏。
⇒ピンチであり、チャンスでもある

新規就農者の確保、６次産業化の取組
や企業の農業参⼊を進めてきたが、農業
産出額を押し上げるには⼗分とは⾔えず、
マーケティング⼒とブランディング⼒が重要と
認識。

○農産物の輸出に向けた体制の不備
農産物の⽣産拡⼤には、海外への販路拡⼤の取組が不可⽋であるが、
国際認証対応や販売システムなど、体制上の課題がある。

全国順位 9位 12位 13位 12位 10位 12位 16位 16位 16位 16位 15位

静岡県の農業の課題①
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伊豆の国市 ミニトマトの新規就農者

○ ＪＡ伊⾖の国ミニトマト部会は、４７⼾のうち４３⼾が異業種からの新規参⼊
○ 同部会は、⾏政と連携して、技術指導のほか、農地の斡旋、販路の確保など、

新規就農者でも、すぐに経営を軌道に乗せる⽀援体制を実現

４

経営規模：30a
収穫量：30,000㎏
粗収益：1,800万円
就農10年⽬
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○家業から事業への流れが進んでいるが、更なる加速が必要

ビジネス経営体 354経営体 （1%）

5,105戸
（15%）

（現状：経営体数１％のビジネス経営体が２５％の販売額シェア）

販売農家数 農ビジネス販売額

全体 2,745億円

ビジネス経営体を除く認
定農業者

ビジネス
経営体

680億円
（25％）

701億円
（26%）

21,976ha
（31%）

ビジネス経営体 4,208ha（6%)

農業に利⽤されている耕地⾯積

○茶⽣産については廃業が進み、産出額が減少しており、深刻な課題

○科学技術⼒の活⽤が部分的

○マーケティング・ブランディング⼒が弱い
⇒⼤きな潜在⼒あり。やり⽅次第 ⇒⽇本全体でも同様

（注）ビジネス経営体：家族経営から脱⽪し、企業的な経営感覚で地域の農業を牽引していく経営体
要件…経営承継される永続的経営体、雇⽤による労働⼒確保、⼀定規模の販売額（5,000万円）、マーケティング戦略による商品提供

認定農業者：農業経営基盤強化促進法に基づき、農業者が作成した農業経営改善計画を市町村⻑が認定し、この認定を受けた農業者

全体 35,000戸又は法人

ビジネス経営体を除く認
定農業者

全体71,200ha

その他その他その他

ビジネス経営体を除く認定農業者

静岡県農業の課題② （農業の生産構造）

５

農ビジネス：農業に関わるビジネス



オランダの⼈⼝は⽇本の13％、農地⾯積は42％ながら、輸出額は28倍（世界2位）
○ 産学官連携によるクラスター形成、コンサルティング・ビジネス
○ 機械化、ICTの活⽤の追及
○ 豊富な天然ガスを活⽤し、熱、電気、CO2を供給（トリジェネレーション）

園芸⽣産者や研究機関、関連企業等
が集まったクラスターを形成

コチョウラン⽣産：ハウス内の移動等は
機械で⾏われている

農業分野のIT化も進んでおり
農業者の労務管理にも活⽤

天然ガスエンジンにより、熱、電気、CO2
を利⽤するトリジェネレーションシステムを導⼊

⼈⼝※１

（2013年） 国⼟⾯積※１ 農地⾯積※１ 農畜産物
の輸出額※１

農家１⼾あたり
の耕地⾯積※１ トマトの単収※２

⽇本 1億2,700万⼈ 3,780万ha 456万ha 32億ドル
（世界57位） 1.8ha 58.6t/ha

オランダ 1,680万⼈ 415万ha 190万ha 893億ドル
（世界２位）

25ha
（⽇本の14倍）

478.8t/ha
（⽇本の8.2倍）

※１　FAO統計（2011年）
※２　FAOSTATより⽇本総合研究所作成（2011年）

６

オランダ農業の強み



目指す姿 食用農産物の生産拡大を食品製造の生産拡大につなげる（４兆円産業へ）

流通・加工・販売・外食の利益を農業生産者に還元する

静岡県内の⾷⽤農産物の総需要額は3,887億円
うち県内産は1,703億円で43.8％を占める

⾷⽤農産物の総需要額のうち⾷品製造業の原料需要
は、2,067億円で53.2％を占める。
うち、県内産は905億円である。

県内産⾷⽤農産物905億円は、
県内の⾷品製造業により2.３兆円の価値を
⽣み出す源泉となっている。

県内産
1,703億円

県外産
2,185億円

静岡県の⾷⽤農産物需要（産地別）

静岡県の⾷⽤農産物需要（仕向け別）

加⼯原料
2,067億円

うち県内産905億円

⽣鮮品
769億円

その他
1,051億円

静岡県の⾷料品・飲料等製造品出荷額 2.３兆円（全国１位）

（億円）

億円

出典:平成23年静岡県産業連関表
（⽣産者価格表）
平成25年⼯業統計調査 ７

合計
3,887億円

合計
3,887億円

＋ ＋ ＋ ＋⼟地 ⽔ ⼈ 流通加⼯業

販売額
⽣鮮 外⾷



不都合な真実：匠の技をもった農業者の引退。国内マーケットの量的縮⼩

⽣産側・供給側の⼤変⾰：AI（アグリ・インフォマティクス）、AI（⼈⼯知能）
⾼度計測技術＋IoTなどによる⽣産効率の⾰新

需要側の⼤変⾰：⽣命科学・医学（社会健康医学等）の進歩による
予防医療の進化
個別医療に対応した⾷品の機能性への需要の爆発

８

個々人の努力だけでは対応できない、いまそこにある大変化



１．静岡県農業の現状と課題

２．目指す姿

３．先端農業推進プロジェクト

本日の内容



農政を取り巻く状況の⼤変化を踏まえ、アグリ・イノベーション（科学技術や場の⼒を活⽤した農業の⾰
新）を中⼼とした新たな農政を展開していく。

○TPPなどによる農林⽔産物マーケットの
グローバル化

○⾼齢化や地域社会の⼈⼝の減少に
伴う就農⼈⼝の減少

○機能性⾷品やIT農業など⾷や農に係
る科学技術の進展

○温暖な気候と⾃然環境の下で多彩な
農芸品を産出

○ものづくりや健康⻑寿を⽀える医療など
の産業も活発

※医療品・医療機器⽣産⽇本⼀、⾷
品、飲料品⽣産額⽇本⼀

○健康寿命も⽇本⼀

経済・社会情勢の変化

静岡県の強み

これまでの農政を根底から転換

農業・農村の⽬指す姿

○⽬指す価値（⾷⽂化と健康増進）を共有
し、多様な産業や主体と連携して価値を共
に創る（共創）

○オープンイノベーション
○バックキャスティング型

（⽬指す姿の実現に向け改善）
○全体最適 （基盤や枠組を構築）
○アグリ・イノベーション

(匠の技×場の⼒×思い×科学技術⼒)

○農産物の⽣産最適化

○フォアキャスティング型
（過去の延⻑上での現状改善）

○部分最適（個々の取組を⽀援）

○匠の技×場の⼒×思い

【イキイキ働き⼼豊かに暮らせる農業・農村の創造】
農業分野での所得が向上し、誰もがイキイキ働ける農業を実現。美しく品格のあ
る、世界に誇れる農村の姿を実現する。

【世界の健康⻑寿と幸せに⾷⽂化で貢献】
品質の⾼い農芸品を健康⻑寿と幸せを⽀える源泉として磨き上げ、付加価値を
⾼めるとともに、効率化や低コスト化により⽣産性を⾰新し、世界に⾷品を提供
する。

静岡県農政の新たな展開

９



健康寿命世界⼀の実績 富⼠⼭を仰ぎ、温暖で
⽔・空気・⾵景も美しい地域場 の ⼒

理念と⽬標
（世界のモデル）

実現⼿段

世界に貢献できる⾷⽂化と世界のモデルになる地域社会をみんなでつくる

実現基盤

ブランドの構築

価値の
共有・共創

⼈材⼒

販売⼒・商品⼒・経営⼒

地域⼒× ×

技術⾰新⼒・⽣産⼒

地域への想い

世界の健康⻑寿と幸せ
に⾷⽂化で貢献

イキイキ働き⼼豊かに
暮らせる農業・農村の創造

⾼い競争⼒と持続的⽣産

ＡＭＦなど

×

×

ＡＩ(農業情報科学) ､ＡＭＦｏＳ＋

アグリ・イノベーション
オープンイノベーション

質が⾼く多様な農芸品
の⽣産⼒・⼈材⼒

静岡県農業の目指す姿
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ＡＭＦｏＳ＋プロジェクト
○健康増進のための機能性が科学的に明らかにされた農芸品・⾷品
（AMF：Agro-Medical Foods）の⽣産から消費に⾄るまでの最適なバ
リューチェーンを構築するための科学技術・産業振興のプロジェクト

ＡＩ(農業情報科学)プロジェクト
○環境モニタリングやデータの解析により
「匠の技｣の継承や栽培技術の
⾼度化を図る

農業⽤機械・ロボット開発
プロジェクト
○ものづくり企業との連携により
農業の作業負荷を低減する
農業⽤機械ロボットを開発
（オープンイノベーション
のプラットフォームを構築）

ふじのくに仮想農業⼤学＆リサーチセンター
○静岡県⽴⼤学、農業⼤学校、農林技術研究所、農業⾼校等の教育・

研究機関の再編・連携強化、県外研究機関・⼤学との連携強化により、
農業分野の⼈材育成と研究開発に係る⼀体的な体制を構築

○⾼⼤連携、⼤学院コースの設置により
優秀な⼈材のキャリアパスを⽀援

○研究機関から⼤学への講師派遣や
共同研究により⼈材の活躍の幅を拡⼤

○農業法⼈、⾷品等企業と医療・社会
福祉法⼈との交流も⾏い社会健康
医学等への理解を促進

マーケット⼒の強化

○マーケティング・ブランディングの強化

○グローバルなバリューチェーンの構築、消費者（使い⼿）と⽣産者（造り
⼿）の価値の共有・共創

○６次産業化、観光、外⾷産業、医療・健康・福祉産業との連携

農地の集積・集約×基盤整備
×地域づくり
○農地バンクを活⽤した農地の集積・集約
により⼤規模経営を実現

○次世代園芸施設団地、⼤規模⽔⽥・露地野菜複合経営
の拡⼤

○在来作物等の地域資源の活⽤により世界から⼈々を惹きつける農村の
姿を実現

場の⼒の活⽤

知の拠点
（オープンイノベーション

により農業にイノベーション
を起こす）

農⾷健医×商⼯連携

静岡県農政の新たな展開 (オープンイノベーションによるアグリ・イノベーション)
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１．静岡県農業の現状と課題

２．目指す姿

３．先端農業推進プロジェクト

本日の内容



地域の特性に応じたアグリ・イノベーション・プロジェクトを展開し、海外も含むスマートフード・バリューチェーンを構築するとともに、地域の特性に応じたアグリ・イノベーション・プロジェクトを展開し、海外も含むスマートフード・バリューチェーンを構築するとともに、
関連産業を振興する。関連産業を振興する。

農業⽣産現場の⾰新農業⽣産現場の⾰新農業⽣産現場の⾰新

最適栽培条件設定
⾼機能・⾼品質化

収量増

種苗開発の強化種苗開発の強化種苗開発の強化

成分計測
世代促進

種苗開発効率化
発芽率改善

未利⽤種苗の再⽣

在来作物・こだわり農法
の磨き上げ

在来作物・こだわり農法在来作物・こだわり農法
の磨き上げの磨き上げ

種苗維持
機能性評価

栽培⽅法改善

・機能性の向上技術、栽培環境の制御技術
・⾼度センシング
・病害⾍早期発⾒

次世代栽培システムの研究開発

栽培レシピデザイン（Ｃ栽培レシピデザイン（ＣRDRD）技術開発）技術開発
栽培の低コスト化技術開発（世界最⾼⽔準）栽培の低コスト化技術開発（世界最⾼⽔準）

マーケットマーケット
医療・健康⾯からの

ニーズ・ウォンツ
医療・健康⾯からの

ニーズ・ウォンツ
⾼機能・⾼品質・こだわり・

ストーリー重視の志向
⾼機能・⾼品質・こだわり・

ストーリー重視の志向

次世代栽培システムの技術応⽤次世代栽培システムの技術応⽤

連携研究機関の最先端技術の活⽤連携研究機関の最先端技術の活⽤

ＡＭＦ⽣産コンサルティングＡＭＦ⽣産コンサルティング

オーダーメイド・テーラーメイドサービスオーダーメイド・テーラーメイドサービス

栽培ユニット量産化
施設園芸への応⽤による設備開発

⾰新的病害⾍早期発⾒システム開発

種苗選抜・栽培⽅法コンサル
ビッグデータ解析による技術向上

流通加⼯流通加⼯

販 売販 売

⽣ 産⽣ 産
提供すべき⾷材・⾷品の選定提供すべき⾷材・⾷品の選定

⾷材の持つ機能性を維持・
増進する流通加⼯⽅法の
開発⽣産者から消費者までの

価値の共創
（健康によい⾷⽂化を共に創る）

収量増や品質向上のための収量増や品質向上のための
技術開発技術開発
（ＡＩ農業、精密農業）

閉鎖型
施設

施設
園芸 露地

農作業の負荷軽減・農作業の負荷軽減・
スマート化スマート化

ＡＩ農業の導⼊ＡＩ農業の導⼊
ＡＩ学習システムによる技能継承

情報共有プラットフォームの構築情報共有プラットフォームの構築

サプライチェーン全体の
情報共有プラットフォームの構築

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
価
値
の
連
鎖
）
の
構
築

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
価
値
の
連
鎖
）
の
構
築

機能性と効果についての評価・検証機能性と効果についての評価・検証

ＡＭＦの設計ＡＭＦの設計

ブランディングブランディング
マーケット・インマーケット・イン

宅配サービス、⾷改善指導サービス宅配サービス、⾷改善指導サービス
ＡＭＦ第三者認証サービスＡＭＦ第三者認証サービス

マーケティング
強化

マーケティングマーケティング
強化強化

農業⽣産現場を⽀える関連機器・
サービスの開発
流通加⼯⽅法や販売促進⽅法の開発
プロジェクトを通じた２・３次産業の振興
（産業づくり）

関連機器・サービス開発の強化関連機器・サービス開発の強化

⽣産現場
の⾰新

⽣産現場⽣産現場
の⾰新の⾰新

コンサルティングコンサルティングコンサルティング

種苗開発
の強化

種苗開発種苗開発
の強化の強化

⽣産⽀援
システムの⾰新

⽣産⽀援⽣産⽀援
システムの⾰新システムの⾰新

使い⼿と作り⼿
の価値の共創

使い⼿と作り⼿使い⼿と作り⼿
の価値の共創の価値の共創

農業⽤機械・ロボットの開発・⽣産拠点化農業⽤機械・ロボットの開発・⽣産拠点化

マーケティング・リサーチマーケティング・リサーチ

アグリ・イノベーション・プロジェクト
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オープンイノベーション・
プラットフォームの構築と運営

イノベーションチセンターイノベーションチセンター

管理 運営

成果
広報・ＰＲ

成果
広報・ＰＲ

シーズ
創出・提供

シーズ
創出・提供

オープン
イノベーション

オープン
イノベーション

ビジネス
展開

ビジネス
展開

● マーケットニーズ
● 慶応義塾⼤学や理化学研究所等の研究成果
● ＡＭＦ（アグロメディカルフーズ）の研究成果
● リサーチセンター⼊居企業の研究成果
● 農林技術研究所の研究成果 ほか

研究機関や企業等が互いの技術や開発⼒、アイ
デアを持ち寄り、協創して農業の⽣産性⾰新に取
り組む

●県内外に広く成果を広報
●システムの有⽤性をＰＲ

新たなシーズ創出やイノベーションを誘発

● ⾰新的な農業⽣産
● 農産物を活⽤した⾷品加⼯・流通・販売
● 農業の⽣産性を向上する装置・システム製造

研究成果の研究成果の
社会実装→ビジネス拡⼤社会実装→ビジネス拡⼤

→研究進展、→研究進展、
地域経済活性化のための地域経済活性化のための

好循環の形成好循環の形成

システムの基盤

オープンイノベーション・エコシステムオープンイノベーション・エコシステム

企業・
農業生産法人

企業・
農業生産法人

大学・
研究機関

大学・
研究機関

金融機関金融機関

⼀つの成果が新たなシーズの創出につながり、絶え間な
くイノベーションが創出される好循環を形成
⽣態系（エコシステム）のような環境・状態

●ビジネスマッチング
●課題共有
●研究開発コンソーシアム

農業コンサル農業コンサル

産業支援機関・
行政・その他

産業支援機関・
行政・その他

慶応義塾大学

理化学研究所 静岡県
農林技術
研究所

入居研究企業
大学・研究機関

ＡＭＦ
研究機構

構 成 運 営

コンサル等
民間活用

コーディネート
機能

コーディネート
機能

知的財産調整
機能

知的財産調整
機能

ブランディング
マーケティング

機能

ブランディング
マーケティング

機能

ビジネスモデル
構築支援機能

ビジネスモデル
構築支援機能

農業版オープンイノベーション・プラットフォーム（案）

13

産学官金、農食健連携を推進し、新産業を育成
するとともに、地域経済を活性化するため、オ
ープンイノベーション･プラットフォームを形成

産学官金、農食健連携を推進し、新産業を育成
するとともに、地域経済を活性化するため、オ
ープンイノベーション･プラットフォームを形成
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AI（⼈⼯知能）、AI（農業情報科学）、IoTなどのＩＣＴ等をはじめとする科学技術の急速な発
展とTPPなどの外部環境の変化により、農業は⽣産性⾰命というべき⼤変化が⾒込まれます。
⼀⽅、需要側からは、ゲノムなどの⽣命科学や社会健康医学等の発達により、⾷と健康・病気の関連

性が明らかになってきており、機能性⾷品に代表されるような健康増進効果の⾼い⾷品、その材料として
の⾼質な農産物の需要が、アジア諸国の経済発展とあいまって、世界の中で急拡⼤することが⾒込まれ
ます。
この⼤変化に対応し、農⾷健を総合した科学技術・産業において、産学官・農商⼯連携のオープンイノ

ベーションにより新しい価値を創造する拠点を、静岡県沼津市に2017年に開所します。

センターから駿河湾を望む

農食健科学・産業イノベーションセンター・教育拠点の整備

項⽬ 内容
設置・管理者 静岡県
所在地 静岡県沼津市⻄野
構造・⾯積 現況

ＲＣ地下1階、地上５階（8,800㎡）



拠点施設の位置等

JR 原駅

原駅

沼津駅

三島駅

静岡駅

新富士駅

（新幹線）

（新幹線）

（新幹線）

センター全景、背後は愛鷹山、富士山

イノベーションセンター

解体予定

項⽬ 内容
アクセス JR・新幹線三島駅から⾞で約４０分

（※新東名⾼速道路「駿河湾沼津ＩＣ」 （H28年度末開通予
定）経由で約3０分）
ＪＲ東海道線原駅から⾞で約20分
東名⾼速道路「愛鷹PA・ｽﾏｰﾄＩＣ」から⾞で約20分
新東名⾼速道路「駿河湾沼津ＩＣ」（H28年度末開通予定）
から⾞で約10分 15

前に美しい駿河湾を臨む



（１） アグリ・イノベーション＋・プロジェクトの推進拠点

（２） AMFの研究開発拠点

AMFｏSセンターは、アグロメディカルフーズ（AMF）の考え方を中心に、健康増進効果の高い農産物、食品など健康長寿を志向する市場が求める

食品を、科学的な裏付けの下に提供するシステムを構築することを目指すAMFｏS＋プロジェクト（Ａｇｒｏ-Medical Foods Science Project）を推進

する拠点

（３）ＡＩ（アグリ・ｲンﾌｫﾏﾃｨｸｽ）の研究開発拠点

AI（農業情報科学）を用いた匠の技の形式知化等による生産性向上・技術継承システムの開発・社会実装を推進する拠点

（４）次世代栽培システム研究開発拠点
① 最適な栽培システムを、栽培レシピ作成システム（CRDS)を用いて、栽培環境制御システム等の研究開発

② ゲノム等の知見を用いた種苗の新規開発
③ 生産現場の生産性に関するビッグデータを用いた生産性の継続的改善

（低コスト化、環境制御技術による育成環境最適化、病害虫早期発見・防除システムの高度化）

（５）研究・教育・人材育成の拠点
① 大学・大学院、研究機関、企業等の研究者の交流の促進

② 高大連携、高校生の科学キャンプなどの開催による優秀な研究者のタマゴの早期発掘・教育の場
③ 研究と企業ニーズのマッチングなどによる研究者のキャリアパスの構築等の、研究者の育成・支援の場

（６）知財ビジネスの拠点
① 上記（2）（3）（4）の知財を活用したコンサルティング・ビジネスの実施

② 機能性に関する研究力を生かした新商品の開発のコンサルティング

③ 市場の反応のビックデータを用いたAMF等の商品の魅力の継続的改善（高機能化・高質化・効率化技術の磨き上げ）のコンサルティング

④ 生産システム(工場や農場)の設計、経営計画の策定

目指す姿：アグリ・イノベーションの研究・教育・知財ビジネスの拠点形成
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拠点施設の整備計画

17

ｴﾝﾄﾗﾝｽ ＥＬＶ

Ｅ・Ｐ・Ｓ

ＤＳ
・

ＰＳ

ＤＳ
・

ＰＳ

１階（次世代栽培研究ゾーン＋管理運営ゾーン）

Ｅ・Ｐ・Ｓ

次世代栽培研究ゾーン

ロビー

事務室１

事務室２

交流室

倉庫

研究室２

研究室１

研究室３ 研究室４

男子更衣室

前
室

搬
出
入

デ
ッ
キ

搬
出
入
口

栽
培
ユ
ニ

ッ
ト

男子便所② 女子便所②

給湯

男子便所① 女子便所①

次世代栽培システム室

管理運営ゾーン

ユニット設備室

女子更衣室
エアシャワー 低温

処理室

防火ガラス

研究室５

事務室３

事務室４
男ロッカー

女ロッカー

栽
培
実
験
装
置

事務室５

多目的トイレ ＜仕様＞
次世代栽培システム研究室
事務室、展⽰・交流ホール等
廊下等
-------------------------------------
合 計

1,570 m2

450 m2

450 m2

2,470 m2

＜仕様＞
レンタル研究室（15室）
（24〜50 m2/室）
⼩会議室 （４室）
その他
--------------------------------
合 計

660 m2

100 m2

980 m2

1,740 m2

１階 ２階



ＤＳ

・

ＰＳ

玄　 関
ホール

風
除
室

Ｅ・Ｐ・Ｓ

Ｅ・Ｐ・Ｓ

ポーチ ＥＬＶ

玄　 関
ホール

２階（供⽤研究室＋供⽤会議室ほか）

トップライト

中央監視室
24.64 ㎡

ＤＳ
・

ＰＳ

会議室２

会議室１

会議室３

会議室４

女子便所① 男子便所①

女子便所② 男子便所②

吹き抜け

給湯

２０１

２０２

２０４ ２０５ ２０６

２０７

２０９

２１０

２０３

２１１２１２２１３

２１４

２１５

研究開発・多⽬的ゾーン（供⽤）２０８

屋外

拠点施設の整備計画
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＜仕様＞
レンタル研究室（15室）
（24〜50 m2/室）
⼩会議室 （４室）
その他
--------------------------------
合 計

660 m2

100 m2

980 m2

1,740 m2

２階



拠点施設への参加形態

19

（１）拠点への入居、研究型

センターに研究室を設け、単独又は共同プロジェクトを実施する。

（２）共同研究参加型

共同研究テーマに参画し、センター内外の研究機関、研究者、企業と

ともに共同研究を行う。

（３）研究開発依頼型

事業中又は事業化予定の事業の高付加価値化のための研究開発（栽

培レシピの作成、環境制御システムの高度化等）をセンターのプロジェ

クトチームに依頼する。

（４）プロジェクト支援型

事業化・商品化を検討中のプロジェクトに対し、資金・ノウハウ等を提

供する。

（５）教育・人材育成型



活用イメージ：次世代栽培システムを活用した新商品と生産システム

Ａ 造り⼿⼜は売り⼿

最⾼⽔準の効率性、省エネ性
を持つ⽣産システムを設計した
いが環境制御については、より
⾼い知⾒と技術が必要

⽣産システムの設計
環境制御⽅法についての
最適化依頼

現在の○○野菜は機能性と
味が⾼く、消費者の評判もよ
い。この商品⼒と⽣産効率を
さらに⾼めたいが、⾃社での取
り組みでは限界がある。

Ｂ コンサルティング・設計事務所

種苗選抜依頼、栽培レシピ
の作成依頼

⽣産性の⾼い
農芸品⽣産システム
の設計依頼

１．栽培レシピ・種苗デザインセンター（仮称）

②栽培レシピの作成

２．⾼度計測技術開発センター（仮称）

環境条件を変えて栽培し、最適な栽培⽅法を作成

E パートナー研究機関・企業

①種苗の選抜
同じ環境条件下
で、１度に数100
種の種苗を栽培し、
優れた機能性等を
持つ種苗を選抜。

協⼒要
請

３．⽣産システム技術開発センター（仮称）

共同研究、⼈材派遣
、技術の提供

環境制御技術や作業ロボットなど
⽣産システム⾼度化のための技術開発

競争⼒のある商品の選別と
栽培⽅法の作成

次世代栽培技術開発センター

ＡＡ..プラットフォームプラットフォーム

ＢＢ..プロジェクトチームの編成プロジェクトチームの編成
●●トマト開発PT

C プロジェクトマネージャー
・コーディネーター

連携推進室

D 事業化参加・⽀援者
よい案件があれば、製品の研究
開発段階から投資や技術開発に
加わりたい。

協⼒
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ＡＩ（農業情報科学）を活用した農芸品の栽培技術開発・継承・高度化

ＡＩ学習システムによる技能継承・技能高度化
篤農家の暗黙知を形式知化し、栽培技術の学習期間を短縮

移住・定住
者数の増加

産
業
の
活
性
化
・
し
ご
と
づ
く
り

歴
史
・
基
盤

計測

CO
2

循環扇

モニタリング
装置

遮光

制御

換気

・温度、湿度
・日射量
・CO2濃度等
・生育、収量、

品質等
（人による計測）

冷
暖
房

かん水

時
流

急速な農業IT、
スマートアグリの発展

農村回帰志向

生産構造の高齢化

現
状

いちご

篤農家の「匠の技」による

農産物の品質向上

「農芸品」の確立

技術そのものが
「暗黙知」であり、

産地での共有・技能
継承が行われていない

農
業
の
活
性
化
・
農
業
産
出
額
の
向
上

みかん

県産出額2位 (236億円)

単価、数量日本一

農芸品生産のための匠の技の継承
～ 本事業により「暗黙知」を「形式知」に ～

作物の生育ステージごとの栽培管理のポイントと最適な環境要因が明らかに

問題点

そこで!

環境モニタリングとデータ解析
温度、湿度…などのビッグデータ解析により

最適栽培技術を見える化し、伝承可能な技術に

計測

CO
2

循環扇

モニタリング
装置

遮光

制御

換気

冷
暖
房

かん水

適確な気づき、判断、行動
（篤農家）

悩み、つまづき、思考錯誤

（収量や品質が劣る生産者）

比較

病害虫（いちご炭疽病）の

早期発見プログラムの開発
致命的なダメージとなる炭疽病の発生を

未然又は早めに発見し被害の拡大を防ぐ

日本は平均年齢66.1歳

在来作物の技能継承
消滅の危機に瀕している在来作物の栽培を継

承、収量の向上・安定化

AIシステムは「気づき」をベースとした経験の蓄積による知識の形成を促し、
熟練者の問題発見、問題解決能力を早期に身に付けるための学習プロセスを支
援する仕組み。

「どんな状況で、どう判断するか」という問題及び正解と合わせ、篤農家の
「気づき」を蓄積・共有することにより、匠の技を、経験の浅い就農者にノウ
ハウ継承するとともに、栽培技術の高度化を促進する。

学習会

技能継承

県産出額５位 (108億円)

「紅ほっぺ」の単価第２位
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担い⼿
増



項⽬ 品⽬等 H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

H31
(2019)

ＡＩシステムを核とし
た農芸品の栽培技
術開発・継承

いちご
みかん

他品⽬
(トマト・

ガーベラ等)

光を⽤いた⾼度計
測技術による病害
⾍の早期発⾒プログ
ラムの開発

いちご
炭疽病

早期発⾒プロ
グラムの作成

検出装置の
試作

検出装置の
評価、⼩型化

携帯型検出
装置への改良・
実証

ＡＩシステムの構築のための調査及
び検討会の開催
（ＪＡ伊⾖の国、ＪＡみっかび）

AIシステム
完成版

AIシステム
完成版ＡＩシステム構築のための調査・検証

⽣産者及び新規就農者の
⽣産性向上のために活⽤
（県内全域）

検出装置の市販化、普及

ＡＩ・高度センシングシステムを核とした農芸品の栽培技術開発・継承事業

22
さらに横展開（他の品⽬）を加速



■イチゴ病害の炭疽病被害とその防除対策
・作物（イチゴ等）の植物病原⽷状菌（カビ）による被害
・イチゴ炭疽病の静岡県年間被害⾦額約1.4億円・・・栽培⾯積330haのうち約14.2％（10年平均）で発⽣

病害苗をほ場や苗⽣産現場へ持ち込まない。現場で早期発⾒除去が重要

現在の防除対策
・苗の外観による診断
・農業従事者の経験的な診断
（ヒトが感じる作物ガス濃度：ppbレベル）

世界初 携帯型“⾮破壊、かつ、その場”病害診断センサーの開発と実⽤化

レーザーによる微量ガス分析法
・”⾮破壊”かつ“その場、診断”
・発症前又は初期の早期診断による適切な病

害対応

・感染作物の迅速なスクリーニング・除去が可能

ICT活用農業事業化・普及プログラム平成26年度理化学研究所成果報告会資料一部改変

光技術を利⽤した全く新しいセンサー

研究レベルではすでに実用域へ→現場実装のための小型化（肩掛けレベル）

植物ガス※

※病害虫にかかった植物
が微量のガスを出す

活用例：先端計測技術による革新的防除対策の研究開発・実用化
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アグロメディカルフーズとは

30

アグロメディカルフーズは以下の要件を全て満たす農林⽔産物をいう。
１．科学的エビデンスの存在
農林⽔産物が有する特定の機能性成分の摂取による疾病予防と健康の維持増進効果について、
（１）ヒト介⼊試験による科学的エビデンスが存在していること、または
（２）疫学調査により⻑期にわたる疾病予防・健康増進の効果が認められていること
２．機能性成分の摂取可能性
ヒト介⼊試験または疫学調査から導かれる疾病予防と健康の維持増進効果の発現に必要となる特定の機能性成分の摂取量（機能性成分
必要摂取量）が明らかにされており、⽇常の⾷⽣活の中で農林⽔産物を通じて必要摂取が可能と認められること
３．⽣産段階の含有量の確保と証明
出荷段階における農林⽔産物の機能性成分含有量が、出荷後の保管、流通、加⼯、調理段階での変動と必要摂取量を勘案して設定され
ていること

アグロメディカルフーズ開発の管理点ー医農⼯⾷の連携が求められるー
機能性成分研究の現状（農産物ごとに整理） 健康の維持・向上

アグロメディカルフーズの開発構想
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出典: 
AMFシンポジウム講演資料
（2016年４⽉５⽇）
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一般社団法人アグロメディカルフーズ研究機構

（事業）
・ＡＭＦに関する調査研究、情報の収集及び提供
・ＡＭＦの研究の振興及び社会への普及に関する計画の⽴案調整
・ＡＭＦに関する事業実施への⽀援及び助⾔
・ＡＭＦの研究推進や社会への普及に必要な関連事業など

（会員）
正 会 員 個⼈（年会費：⼀⼝5,000円）
賛助会員 団体（年会費：⼀⼝50,000円、⼊会⾦50,000円）

（設⽴理事）
代表理事 吉川敏⼀（京都府⽴医科⼤学学⻑）

理事 澁澤 栄 （東京農⼯⼤学⼤学院教授）ほか
設⽴記者会⾒

（沼津商⼯会議所にて）

アグロメディカルフーズ（以下「ＡＭＦ」）に関する調査研究、情報の収集及び提供を⾏うとともに、Ａ
ＭＦの研究の振興及び社会への普及に関する計画の⽴案及び事業の実施への⽀援等を⾏い、ＡＭ
Ｆの価値や機能を⾼め、社会に普及することにより、世界の⼈々の健康寿命の延伸と幸せの増進及び
関連産業の振興による経済活性化に寄与することを⽬的として設⽴（平成28年５⽉20⽇設⽴）



１．開催時期
平成29年３⽉21⽇（⽕）

２．開催場所
プラサヴェルデ（静岡県沼津市⼤⼿町１－１－４）

３．次第
（１）国際セッション

アグロ・メディカル・フーズ（以下、ＡＭＦ）やＡＩ（農業情報科学）をはじめとするアグリ・イノベーションの
世界⽔準の拠点を沼津市に形成していくことを国内外に情報発信するため、当該分野における世界レベルの
研究者の講演等を実施する。

（２）国内向けセッション
国内企業の拠点を利⽤したプロジェクトへの参画への機運を醸成し、今後のビジネス展開に繋げるため、

国内外の優れた研究者の研究成果やその社会実装についての実践的なセミナー等を実施する。
（３）交流会

４．参加予定⼈員
200⼈超

５．主催 静岡県

農・食・健に関する国際フォーラム（仮称） 開催骨子（案）
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